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⚫住民が楽しく参加し、横のつながりを継続できる「持続可能な催し」を作る。

⚫住民にイベント運営に主体的に携わってもらうことで、住民同士の繋がりや春日町への愛着醸成を図る。

⚫多世代による多様な主体とのパートナーシップによる魅力的なまちづくり体制を構築する。

⚫上記を通じて、今後の町会活動を担う新たな活動体制を構築する。

３年間の到達目標
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事業目的



町会会員（一般）

町会活動の
企画運営・実行部隊

町会役員

町会非会員

非会員タイプ①
そもそも地域への関心が低く、町会の
存在やイベントもスルーしている顔の
見えない住民

非会員タイプ②
地域に関心があり、イベ
ント等には参加するが、
町会加入に至らないフ
リーライダー

※地域への関わりの第一歩として
一定の効果があるが、町会加入に
つながりにくい。

フリーライダー化

町 会 へ の 加 入 促 進

従来のアプローチ

子育て世代のニーズに対
応した活動（イベント、
子どもの居場所など）

（将来的な世代交代）

子育て世代にとってのメリット
訴求や共感の醸成、発信力強化

脱会防止

×

町会活動の企画運営・実行部隊の発掘（仮説）
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これまでの流れ 〜課題の克服、事業の発展〜
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1年目

２年目

3年目

春日町謎解き街歩きラリー
イベント参加者に町内の魅力を発見してもらう機会を提供。
参加者は春日町を認識してもらえたが、天候に恵まれず。
単発のイベントでは、「仲間捜しに限界」があると認識。

みんなの妄想を発掘する
妄想を発掘する場を計6回開催。
「仲間づくり」と「イベント企画」に集中した１年。
アイディアを持つ町会員や協働可能な団体を発掘。
浴衣の着付けステーションなど一部を実現。

妄想から生まれたイベントを実現する
2年目にみんなで生まれたアイディアを、みんなで実施する。
みんなで運営をすることで、運営側となる仲間を見つける。



住民の
やる気

春日町の暮らしが良くなる！

町会が、住民のやる気を具体化
（妄想会議）

妄想会議のねらい
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●●をやってみたい！
いいね！
みんなで

やってみよう！

アイディア

アイディア アイディア

アイディア

アイディア アイディア

アイディアアイディア

アイディア

具体化

やりたい人
（アイディアオーナー）

これまでの妄想会議

妄想会議ルール
（話すルール・聴くルール）

協力・応援したい人
（サポーター）

6



• 春日町周辺でやってみたいアイディアを話そう。

• 自分の思いや考えを背景も含め、素直に話してみよう。

• 自分の考えを相手に押しつけるような断定的な言い方をしないようにしよう。

• 一人の人が話し過ぎないようにしよう。

自分の妄想の話し方

• 対等で自由な立場で、聴くとき・話すときは相手の意見を尊重し、引き出す話をしよう。

• 相手の話でわからないことがあれば、ブラッシュアップを後押しする方法で話を聴こう。

• 相手の内容を否定したり誰かを糾弾したりしないようにしよう。

• 相手の話を良し悪しで判断しないようにしよう。

相手の妄想の聞き方

妄想会議のルール
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としまえん

思い出の味
（クレープ、ラーメン、フロートなど）

ドローン花火

着物

盆踊り

餅つき

お茶会、野点

戦争体験の伝承

ペット同伴避難

野外フェス

キャンプ

避難拠点の活動

サイレントディスコ

海外国籍の方との交流

思い出映像、ナイトシネマ

日本の伝統文化

浴衣

練馬城址公園

夕日が綺麗

星空が良く見える

木が少なく空が広い

屋外イベント

防災などへの備え

あそぼうさいフェス
防災キャンプ体験会
町会対抗防災運動会
ペット同伴避難体験

など

盆踊大会
盆踊り

地元店の出店
こどもまつり
音楽フェス

など

ライトアップ

思い出イラストコンテスト

アート個展

お月見

中秋の名月
お月見会

満月お絵かき会（芸術）
天体観測会（科学）

月見野点茶会（文化）など

としま縁日
としまえんフード出店

思い出映像など

流星群、ＩＳＳ観察

着付け教室

防災キャンプ

8

妄想からの実現（３年目）



企画名・場所・開催日 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

プレーパーク
＠春日神社

春日町妄想会議
＠春日町会館

盆踊り大会
＠春日神社

としま縁日
＠練馬城址公園

練馬城址公園観月会
＠練馬城址公園

あそぼうさいフェス2024
＠練馬城址公園

●
10月26日

３年目のスケジュール

●
春（5月19日）
妄想会議①

●
夏（7月14日）
妄想会議②

●
12月22日
妄想会議③

●
3月22日

妄想会議④

妄想実現コアタイム

妄想コアタイム
（出た妄想は今年度・来年度で実現）

妄想コアタイム
（出た妄想は来年度で実現）

●
9月16日

妄想実現準備コアタイム

盆踊練習会等

パークミーティング等

関係団体とイベント内容の準備

●
8月3・4日

●
8月3日

コズミックカレッジ等
2024年の
中秋の名月は、
9月17日

定期的な交流の場

●
4/20

●
5/18

●
6/22

●
7/20

●
9/21

●
3/15

●
11/16

（＋やきいも）

●
12/21

●
1/18

●
2/15

9

●
7/27

●
6/15

●
9月1日

プチ妄想会議
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定量 定性

⚫ 令和６年度の年間実績

• 妄想会議の定期開催数（年間） ４回

• 妄想会議参加者数（延べ）
 ※３回目までの実績

17人
（延べ28人）
※３回までの実績

• 幅広い年齢層の町会員（子育て世代中心 80代の方も）
• 練馬城址公園サービスセンター長、PTA会長、春日町図書館

長、南地区区民館長、保育園、地域活動団体 等

• 妄想会議で出たアイディア数 ３２アイディア
※３回までの実績

• 行政につながらない住民に対する支援
• 子供の遊び場創出。プラレールの活用。
• 町会資源を活用した多世代興隆の場や居場所づくり等

• 妄想会議で出たアイディアの実現数 ６企画 • 盆踊りでの着付け体験会
• としま縁日
• お茶会お月見
• あそぼうさいフェス
• プラレールの改修
• 井戸端トーク

• 組織部員数
• イベント協力者数

• イベント協力団体・企業

9人
11人（＋4）
計20 人（＋4）

• 組織部員9名（金子部長、早川・宇井、要、渡辺、髙山、齋藤、
安西、関口）

• イベント協力者11名（今内、武下、筒井、中財、小池、望月、橘
田、相川夫妻、清水、小川）

• 地元飲食企業、春日町図書館、としまえん水と緑の公園で遊ぶ会、
ねりまねこ、練馬区華道茶道連盟、星のソムリエ有志

令和６年度（３年目）の実績
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アンケート結果（n=22）

回答者の年齢分布 妄想会議に対する認知度

令和６年度実施イベントの認知度
令和６年度活動に対する

満足度

大変満足満足普通不満大変不満



事業目的 成果 今後の展開

住民が楽しく参加し、横のつながりを

継続できる「持続可能な催し」
を作る。

 アイディアを出し合う妄想会議が定例化
 町会がやりたいのではなく住民がやりた
いイベントのアイディアを出し合い、い
くつかを実現した。

 妄想会議、盆踊り、あそぼうさい
フェスは、コアイベントとして毎年
開催。

 その他イベントは不定期に開催。

住民にイベント運営に主体的
に携わってもらうことで、住民
同士の繋がりや春日町への愛着醸成
を図る。

 子育て世代からプラレール企画や退職世
代からカフェを企画が出るなど幅広い新
たなアイディアが生まれてくるなど、主
体的な参加者が増えている。

 妄想会議の場で、新たなアイディア
オーナーを発掘し、社会的信用のあ
る町会がサポートする。

多世代による多様な主体との
パートナーシップによる魅力的な

まちづくり体制を構築する。

 春日町図書館、練馬城址公園サービスセ
ンター、練馬社会福祉協議会などの多様
な地元組織とのパートナーシップを構築
した。

 来年度以降も他団体との協働企画を
実施予定。

 町会単独実施のイベント運営の人手
不足が懸念されたが、他団体と協働
により町会組織の負担が軽減してい
る。

上記を通じて、今後の町会活動

を担う新たな活動体制を構築
する。

 本プロジェクトを通じて、町会組織部の
体制が強化された。

 町会員全体の増員にはならないが、
アイディアオーナーの企画の実現を
通じて、将来に町会運営へ回る可能
性の高い住民同士の顔が見える関係
づくりが行われる。

令和6年度（3年目）の成果・今後の展開
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町会会員（一般）

町会活動の企画運営・実行部隊

町会役員

町会非会員

非会員タイプ①
そもそも地域への関心が低く、町会の
存在やイベントもスルーしている顔の
見えない住民

非会員タイプ②
地域に関心があり、イベ
ント等には参加するが、
町会加入に至らないフ
リーライダー

※地域への関わりの第一歩として
一定の効果があるが、町会加入に
つながりにくい。

フリーライダー化

町 会 へ の 加 入 促 進

従来のアプローチ

子育て世代のニーズに対
応した活動（イベント、
子どもの居場所など）

（将来的な世代交代）

子育て世代にとってのメリット
訴求や共感の醸成、発信力強化

脱会防止

×

町会活動の企画運営・実行部隊は着実に増えている！
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やってもらいたい
人・組織

• アイディアがあるけど実現方法がわからない
• 誰に相談すればいいかわからない

サポートできる
地元の人・組織

• どこにサポートして欲しい人がいる
のかわからない

つながっていない

妄想会議からわかってきたこと

まだまだ春日町町会の役割がある！
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☆「ほっと」がたくさんあるところ☆
〔ほっと1〕 こどもたちがホッとひと息つける場所
「おトイレかりれるよ」

〔ほっと2 〕大人たちが、こどもを優しい目でホッといてあげられる場所
「平日のひるまにきても大丈夫だよ」

〔ほっと3 〕こどもたちが、ホッとな気持ちになれる場所
「おつかいのとき見まもるよ」

〔ほっと4 〕人と人をつないでホッとけない感情を持てる場所
「こまってたら手つだうよ」

ほっとがたくさんある場所はこちらだよ。きがるにホッとしにきてね！

本事業で生まれた「春日町こどもほっとスポット」

おとな（高齢者）も、親子でもほっとできる春日町に！
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令和6年度の妄想会議で生まれ、次年度から育てる企画

大人の「春日町ほっとスポット」へ！親子の「春日町ほっとスポット」へ！
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